☆★GP初回議事録★☆
文責：やまぐち
a) 日時：2012年4月18日 11:00 ～14:00（＠山食）　 
b) メンバー：もちづき、すずき、たなか、ゆーし、きゃば、やまぐち
c)　やったこと

　(1) GPの進め方についての確認

　(2) 宿題発表　＜宿題＞＝各自が取り上げたいトピックを1つ挙げて、内容をプレゼンする！
　　　　●水谷＝「ゆとり教育」（学力低下との兼ね合いで論じたい。自身が「ゆとり世代」だもん♪）

　　　　　　　　・う～ん…比較はどうするの？(＠_＠;)

　　　　　　　　・「ゆとり世代」についてやりたいの？「ゆとり」の転換期において何を論じるべきなのか（「ゆとり」の見直し）を考えたいの？
　　　　　　　　・「ゆとり」は論じきられているのでGPとしてのオリジナリティが得られないのでは?
オリジナリティをどのように出すのかが課題⇒転換期の「ゆとり」を論じたい。

　　　　　　　　・「学力」の定義を、どのようにとらえるのかを明確に。国際的な面から見た学力？受験学力？⇒「日本における」部分を調べたい。
　　　 　●望月＝「全国学力・学習状況調査」

　　　　　　　　・「学力調査」の必要性と弊害（メリット・デメリット）を論じていきたい。

　　　　　　　　・新自由主義的な改革にたいする見解まで踏み込んでみるの？
　　　　　　　　　⇒学力調査だけじゃなくて、もっと幅広い範囲や競争原理の問題点などの部分まで論じていきたい。（範囲が広くなってしまうかも…）

                ・文科省の役割は？

　　　　　　　　・アメリカの学力テスト主義。テストのための勉強だけしている＝問題。学力テストの存在意義とかの部分なら比較ができていくのでは？学力テストにフォーカスした方がいいんじゃない？⇒本人もこっちに興味！
　　　　●田中＝「サブカルチャーと教育」

　　　　　　　　・「はるかぜちゃん事件」：都の青少年条例による規制（「都条例ぷんすかw」by春風）

　　　　　　　　・アニメや文化（サブカルチャー）と子どもたちの付き合いを前向きにとらえていきたい。受容・普及・変遷

　　　　　　　　・個々のトピックよりもサブカルチャー全体を包括的に見ていきたい。

　　　　　　　　　都条例をメインに扱っていきたい。都条例は文化阻害になるんじゃないか？
　　　　●山口＝「子どもの放課後」
　　　　　　　・子どもの放課後活動についてみていきたい。もしくは児童養護施設の教育
　　　　　　　・放課後を保証する「制度」でいいの？受験や習い事などはあくまで家庭の裁量でしか
ないのではないか？
　　　　●鈴木＝「男女別学」について

             ・男女別学の方が、成績が良い？⇒性の偏見から解放される。科学的データはない？
　　　　　　 ・賛成派ばっかだから違和感。反対意見は？

　　　　　　 ・海外事例で男女別学の失敗＆成功の例を見る➪日本に持ち込む。

　　　　　　 ・ジェンダー的視点ばかりになる。社会学的な概念議論になってしまうのではないか？埼玉県の別学嘆願書。

　　　　　　 ・研究としてどう持っていくか。

　　　　●井上＝「メディアリテラシー教育」

　　　　　　 ・「情報を評価・識別」する能力が本来身につけたい能力なのに、情報を発信する能力や処理能力が教育において重視されてしまう。
　　　　　　　・メディアリテラシーは情報教育とかぶってしまうのか？⇒リテラシー概念の分析をしていくのもよいのでは？

　　　　　　　・メディアリテラシーと「グローバルな人材」のつながりは？グローバルな人材とは情報発信が主になるのでは？

　　　　　　　・日本人には情報の「倫理的な側面」が欠如しているのでは？「倫理」の面にフォーカスしていくのもよいのでは。
➪この中から①「サブカルチャーと教育」②「メディアリテラシー」の2つにフォーカス!!

　 (3)宿題分担⇒3人に分かれてトピックを調査!!

　　　◆サブカルチャー班：たなか、すずき、きゃば

*課題＝ a) Ci-Niiをみて論文を2~3個まとめる⇒サブカルチャーと教育の関係を見る。
　　　　b) サブカルチャーの定義を確認
　　　　c) 都条例を読んでくること。
　　　◆リテラシー班　　：ゆーし、もちづき、やまぐち

　　　　*課題＝ a) リテラシー概念の分析・概要調べ（概要・歴史・問題点）
　　　　　　　　b) リテラシー論、リテラシー教育などについての論文を3本読み、概要をまとめる。
　　　　　　　　c) 来週までに「リテラシーとは何か」をドヤ顔で語れるようにしましょう♪
        *リテラシー班の方針
　　　　　　「リテラシー」という概念が意味するものを明らかにしたうえで、リテラシー教育の現状
　　　　　　を見ていく。メディアリテラシー教育などは事例としてみていく。フォーカスポイントを
絞っていくのが今後の課題（来週以降話し合う）
 　 (4)来週やること⇒① 班ごとで情報の共有とすり合わせを行う。
　　　　　　　　　　 ②①の内容を全体で共有しながら相互討議を行う。
　　　　　　　　　　 ③今後の方針を決め、G.W.中にやることを定める。
　　　　　　　　　　 　（全体の話し合いと班ごとでの話し合い）
　　(5)来週の目標 ⇒ 各班で調査方針の軸足（フォーカスポイント）を決め、G.W.に調査を深めるための下地を作る。
以上
